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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　後部、打撃面、ソール、及びトップラインを備えるクラブヘッド本体と、
　前記打撃面の裏面に少なくとも部分的に接触する内壁構造体であって、前記クラブヘッ
ド本体に固定された第１の端部、及び、固定されていない第２の端部を有する内壁構造体
と、
を備えるゴルフクラブヘッドであって、前記内壁構造体の一部が、前記打撃面の前記裏面
に対して摺動するように構成されており、
　前記トップラインの内部の部分に、前記内壁構造体の前記第２の端部を受容するように
構成された凹部を更に備える、ゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　前記内壁構造体の前記第１の端部が前記ソールに固定されている、請求項１に記載のゴ
ルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記内壁構造体の前記第１の端部が前記後部に固定されている、請求項１に記載のゴル
フクラブヘッド。
【請求項４】
　前記クラブヘッド本体に、前縁及び後縁を有するソールチャネルが形成されている、請
求項１から３のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
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　前記内壁構造体の前記第１の端部が、前記ソールチャネルの前記後縁及び前記ソールチ
ャネルの前記前縁のうちの一方に固定されている、請求項４に記載のゴルフクラブヘッド
。
【請求項６】
　前記内壁構造体の少なくとも一部が、ポリマーでコーティングされている、請求項１か
ら５のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　前記打撃面の前記裏面に接触する前記内壁構造体の一部の厚さが、前記打撃面の厚さの
約２倍である、請求項１から６のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項８】
　前記内壁構造体が第１の材料から作られており、前記打撃面が第２の材料から作られて
おり、前記第１の材料が前記第２の材料よりも高い弾性率を有する、請求項１から７のい
ずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項９】
　前記打撃面が前記トップラインに固着されて前記ソールに固着されていない、請求項１
から８のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　ゴルファーにとって、ゴルフのラウンドを終えるのに要したスイングの総数を減らすこ
とによってトータルスコアを下げることが目標である。その目標を達成するため、ゴルフ
ァーは、多くの場合、ゴルフボールを長距離に打つことを望むことがある。ゴルフボール
の飛距離は、ゴルファーのスキルとゴルファーが使用する道具との両方に依存する。ゴル
フクラブに関しては、打撃面の構造は、クラブの他の要素と共に、クラブで打ったときの
ボールの飛び出すスピードに影響を及ぼす。例えば、打撃面がゴルフボールに接触すると
、打撃面は、クラブフェースから離れたときにゴルフボールのスピードを加速させるばね
のような効果をもたらすことがある。
【発明の概要】
【０００２】
　１つの態様では、本技術は、クラブヘッド本体及び内壁構造体を有するゴルフクラブヘ
ッドに関する。ゴルフクラブヘッド本体は、後部、打撃面、ソール、及びトップラインを
備える。内壁構造体は、少なくとも部分的に打撃面の裏面に接触し、クラブヘッド本体に
固定された第１の端部と、固定されていない第２の端部とを有する。内壁構造体の一部は
、打撃面の裏面に対して摺動するように構成されている。一実施形態では、内壁構造体の
第１の端部がソールに固定される。別の実施形態では、内壁構造体の第１の端部が後部に
固定される。さらに別の実施形態では、ゴルフクラブヘッドは、トップラインの内部の部
分に凹部も備えており、その凹部は、内壁構造体の第２の端部を受容するように構成され
ている。さらにまた別の実施形態では、クラブヘッド本体には、前縁及び後縁を有するソ
ールチャネルが形成されている。
【０００３】
　別の実施形態では、内壁構造体の第１の端部がソールチャネルの後縁及びソールチャネ
ルの前縁のうちの一方に固定される。さらに別の実施形態では、内壁構造体の少なくとも
一部がポリマーでコーティングされている。さらにまた別の実施形態では、打撃面の裏面
に接触する内壁構造体の一部の厚さが打撃面の厚さの約２倍である。
【０００４】
　別の実施形態では、内壁構造体が第１の材料から作られており、打撃面が第２の材料か
ら作られており、第１の材料は、第２の材料よりも高い弾性率を有している。さらに別の
実施形態では、打撃面が、トップラインに固着され、且つ、ソールに固着されていない。
【０００５】
　別の態様では、本技術は、トップライン、トップラインに取り付けられた打撃面、トッ
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プラインに取り付けられた後部、打撃面及び後部のうちの一方に取り付けられたソール、
及び、打撃面の裏面に少なくとも部分的に接触する内壁構造体であって、打撃面の裏面に
対して摺動するように構成された内壁構造体を備えるゴルフクラブに関し、ソールには、
前縁及び後縁によって画定されたソールチャネルが形成されており、ソールチャネルは、
ソールの一部を打撃面及び後部のうちの一方から分離させる。一実施形態では、内壁構造
体がソールチャネルの後縁に取り付けられる。別の実施形態では、トップラインには、内
壁構造体の一部を受容するように構成された内側凹部が形成されている。さらに別の実施
形態では、打撃面が、内壁構造体に接触する第１の部分と、内壁構造体に接触しない第２
の部分とを有し、第２の部分の厚さが第１の部分の厚さよりも大きい。さらにまた別の実
施形態では、打撃面の裏面に接触する内壁構造体の一部の厚さが打撃面の厚さの約２倍で
ある。
【０００６】
　別の実施形態では、内壁構造体が第１の材料から作られ、打撃面が第２の材料から作ら
れ、第１の材料が第２の材料よりも高い弾性率を有し、内壁構造体の厚さが打撃面の厚さ
とほぼ等しい。さらに別の実施形態では、打撃面がソール部に固着されていない。
【０００７】
　さらに別の態様では、本技術は、打撃面であって、トップラインに取り付けられた上縁
及び打撃面の底に近接した下縁を有する打撃面と、トップラインに取り付けられた後部と
、後部に取り付けられたソール部であって、ソールチャネルを備えるソール部と、内壁構
造体と、を備えるゴルフクラブヘッドに関する。内壁構造体は、ソール部に取り付けられ
た固定端部と、トップラインの内側面に形成された凹部内に配置された非固定端部と、打
撃面の裏面に接触する接触部と、固定端部に取り付けられると共に打撃面の裏面に接触し
ていない支持部と、を有する。一実施形態では、内壁構造体の接触部の厚さが打撃面の厚
さの少なくとも２倍である。別の実施形態では、内壁構造体の支持部の形状がＳ形状、Ｃ
形状、及びＶ形状のうちのいずれかである。
【０００８】
　この発明の概要は、以下の発明を実施するための形態でさらに説明する概念の選択を簡
略化された方式で紹介するために提供される。この発明の概要は、請求項に記載の発明特
定事項の重要な特徴または本質的な特徴を特定することを意図するものでもなく、請求項
に記載の発明特定事項の範囲を限定するために使用されることも意図していない。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　非限定的で非網羅的な実施例を下記の図面を参照しながら説明する。
【００１０】
【図１Ａ】図１Ａは、ゴルフクラブの斜視図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、二重壁の打撃面及びソールチャネルを有するゴルフクラブヘッドの
実施例の断面図である。
【図１Ｃ】図１Ｃは、二重壁の打撃面及びソールチャネルを有するゴルフクラブヘッドの
別の実施例の断面図である。
【図１Ｄ】図１Ｄは、図１Ａ～図１Ｃに示されたゴルフクラブヘッドの背面図である。
【図２Ａ】図２Ａは、二重壁の打撃面及びソールチャネルを有するゴルフクラブヘッドの
別の実施例の断面図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａのゴルフクラブヘッドの底面図である。
【図３】図３は、二重壁の打撃面を有するゴルフクラブヘッドの別の実施例の断面図であ
る。
【図４Ａ】図４Ａは、二重壁の打撃面及びソールチャネルを有するゴルフクラブヘッドの
別の実施例の断面図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、図４Ａのゴルフクラブヘッドの底面図である。
【図５Ａ】図５Ａは、二重壁の打撃面及びソールチャネルを有するドライバーのゴルフク
ラブヘッドの斜視図である。



(4) JP 6876535 B2 2021.5.26

10

20

30

40

50

【図５Ｂ】図５Ｂは、図５Ａのゴルフクラブヘッドの断面図である。
【図５Ｃ】図５Ｃは、図５Ａ～図５Ｂのゴルフクラブヘッドの底面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本明細書で説明された技術は、二重壁の打撃面を備えるアイアン、フェアウェイメタル
、ドライバー、又はその他のゴルフクラブヘッドなどのゴルフクラブヘッドを意図してお
り、例えば、外側の打撃面に接触する内壁構造体を有するゴルフクラブヘッドなどである
。実施例では、そのようなクラブヘッドは、ソールチャネルを備える場合がある。内壁構
造体の一方の端部はゴルフクラブヘッドに固定されるのに対し、内壁構造体のもう一方の
端部は固定されずに、内壁構造体が打撃面の裏面に対して摺動することができるようにな
っている。このような内壁構造体は、打撃面のばね効果に寄与し、それによって、打撃面
の中央及び上端の付近の打撃からのボールスピード及び打ち出し特性が向上する。また、
ゴルフクラブヘッドはソールチャネルも備えてもよく、このソールチャネルは、打撃面の
中央及び下端の付近の打撃のための向上したボールスピード及び打ち出し特性を生み出す
。したがって、二重壁の打撃面及びソールチャネルを連携して使用することによって、ト
ップラインからソールまでの打撃面全体にわたって、打ち出し角度などの打ち出し特性、
スピン特性、及びボールスピードの向上がもたらされる。それ故、ターフからのショット
及びティーからのショットの両方で、向上した打ち出し特性が生じる。
【００１２】
　図１Ａは、内壁構造体１０２及びソールチャネル１０５を有するゴルフクラブヘッド１
００の斜視図を示しており、図１Ｂは、ゴルフクラブヘッド１００の断面図を示している
。図１Ａ～図１Ｂは、同時に説明される。ゴルフクラブヘッド１００は、ソール部１０４
、トー部１０８、トップライン１０６、及びヒール部１１０に取り付けられた打撃面１１
８を備える。また、トップライン１０６は、後部１１２にも取り付けられる。内壁構造体
１０２は、後部１１２から打撃面１１８の方へ延在し、第１の空洞１２０は、断面におい
て、後部１１２、トップライン１０６、及び内壁構造体１０２によって部分的に画定され
ている。内壁構造体１０２は、後部１１２に取り付けられた固定端部１１４、及び非固定
端部１１６を備える。固定端部１１４は、溶接、ろう付け、又は、ネジやリベットなどの
締結の他に、その他の適切な取付方法によって後部１１２に取り付けられてもよい。非固
定端部１１６は、トップライン１０６の内部の部分の凹部１０７に受容されている。凹部
１０７は、非固定端部１１６がそこから自由に動くことができるように、内壁構造体１０
２の非固定端部１１６を受容するものの固定したり固着させたりしないような形状や構成
になっている。また、内壁構造体１０２は、支持部１０１及び接触部１０３も備える。支
持部１０１は、打撃面１１８の裏面に接触する接触部１０３を支持する。図示された実施
例では、支持部１０１は、概ね、後部１１２から打撃面１１８まで、角が付けられたＶ形
状となっており、支持部１０１の構成要素は、打撃面１１８に対して実質的に直角に延在
する。接触部１０３は、打撃面１１８に対して実質的に平行に延びている。接触部１０３
と打撃面１１８との間の摩擦を低減させるために、それらの要素の間に注油されてもよい
。これにより、表面同士を容易に摺動させることができる。さらに、いくつかの実施例で
は、それらの接触する要素の表面に、極めて滑らかな表面を作り出すための追加の機械加
工や処理が行なわれ、それらの間の摩擦を更に低減される。また、接触部１０３は、デラ
ウエア州ウィルミントンのイー・アイ・デュポン・ド・ヌムール・アンド・カンパニー社
から入手できるテフロン（登録商標）のコーティングなどのポリマーや、或いは、振動、
摩擦、及び、ゴルフボールを打撃するときに出る音特性の変更を管理のための他の類似の
材料でコーティングされてもよい。
【００１３】
　打撃面１１８は、厚肉部１１９及び薄肉部１２１を備えて、複数の厚さを有してもよい
。厚肉部１１９の厚さは、薄肉部１２１の厚さよりも大きい。内壁構造体１０２は、薄肉
部１２１に対する追加の支持を提供するので、薄肉部１２１は、内壁構造体１０２が無い
場合よりも薄くすることができる。実施例では、厚肉部１１９の厚さは、薄肉部１２１の
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厚さの約２倍である。一実施例では、薄肉部１２１は約０．９ｍｍの厚さを有してもよく
、厚肉部１１９は約１．４ｍｍの厚さを有してもよい。
【００１４】
　打撃面１１８の薄肉部１２１と接触部１０３との厚さは異なっていてもよい。例えば、
接触部１０３の厚さは、打撃面１１８の薄肉部１２１の厚さの約２倍であってもよい。い
くつかの実施例では、打撃面１１８の薄肉部１２１の厚さに対する接触部１０３の厚さの
比は、概ね１．５：１、２．５：１、又は３：１であってもよい。他の実施例では、接触
部１０３の厚さは、概ね、打撃面１１８の厚肉部１１９の厚さとほぼ同じであってもよい
。
【００１５】
　内壁構造体１０２及び打撃面１１８を作り出すのに使用される材料の種類は異なってい
てもよい。一実施例として、内壁構造体１０２は高強度の低密度材料で作られてもよいの
に対し、打撃面１１８は、比較的により高い密度であって比較的により低い強度である材
料で作られてもよい。別の実施例として、打撃面１１８は、低弾性率を有する材料から作
られてもよいのに対し、内壁構造体１０２は、比較的により高い弾性率を有する材料から
作られてもよい。例えば、打撃面１１８は鋼材料から作られてもよく、内壁構造体１０２
はチタン材料から作られてもよい。別の例では、内壁構造体１０２は、マルエージング鋼
Ｃ３５０などの高強度鋼から作られてもよく、打撃面１１８は、マルエージング鋼Ｃ３０
０などの低強度鋼から作られてもよい。異なる種類の材料を使用した上記の実施例では、
接触部１０３の厚さは、打撃面１１８の薄肉部１２１の厚さとほぼ同じであってもよい。
そのような材料は、振動を減衰させると共に表面間の摩擦を管理するために、ポリマーで
コーティングされてもよい。例えば、接触部１０３を低摩擦ポリマーでコーティングする
ことができる。
【００１６】
　ゴルフクラブヘッド１００は、ソールチャネル１０５も備えてもよい。ソールチャネル
１０５は、前縁１２４及び後縁１２６を備える。ソールチャネル１０５は、ヒール部１１
０付近からトー部１０８まで延在してもよく、打撃面１１８と実質的に同じ幅であっても
よい。図示された実施例では、ソールチャネル１０５は、後部１１２をソール部１０４か
ら分離させる。内壁構造体１０２の固定端部１１４は、後縁１２６において後部１１２に
取り付けられる。ソールチャネル１０５は、（断面において）厚肉部１１９、ソール部１
０４、及び内壁構造体１０２によって部分的に画定された第２の空洞１２２の中への貫通
孔を形成している。いくつかの実施例では、ソールチャネル１０５には、ポリマーや他の
弾性材料が詰められたり張設されたりしており、破片が第２の空洞１２２に侵入すること
が防止される。ソールチャネル１０５の取り込みによって、打撃面１１８の下部をさらに
撓ませることができ、それによって、打撃面１１８の下領域で生じるゴルフボール打撃か
ら追加のボールスピードが提供される。
【００１７】
　図１Ｃは、内壁構造体１０２及びソールチャネル１０５を有するゴルフクラブヘッド１
００Ｃの別の実施例の断面図を示している。ゴルフクラブヘッド１００Ｃは、図１Ｂに示
されたゴルフクラブヘッド１００と実質的に同じであるので、その要素の全てを更に説明
することはしない。ただし、ゴルフクラブヘッド１００Ｃでは、支持部１０１Ｃは、湾曲
したＣ形状となっている。打撃面１１８に対して直角な湾曲したＣ形状の構成要素はサイ
ズが縮小されるので、支持部１０１Ｃの湾曲したＣ形状によって、打撃面１１８及び接触
部１０３をより大きく撓ませることができる。
【００１８】
　図１Ｄは、図１Ａ～図１Ｃに示されたゴルフクラブヘッド１００，１００Ｃの背面図を
示している。ソールチャネル１０５は、後部１１２の下端側にわたって、打撃面１１８に
対して実質的に平行する方向に延びている。図示された実施例では、ソールチャネル１０
５は、ソール部１０４の一部を後部１１２から分離させる。いくつかの実施形態では、ソ
ールチャネル１０５は、打撃面１１８の幅、若しくは内壁構造体１０２の幅、又はその両
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方とほぼ同じ幅Ｗを有していてもよい。他の実施例では、ソールチャネル１０５の幅Ｗは
、ゴルフボールの直径（つまり、約１．６～１．７インチ）とほぼ同じか、それ以上であ
る。上記で説明したように、ソールチャネル１０５には、弾性材料が詰められたり張設さ
れたりしてもよい。
【００１９】
　図２Ａ～図２Ｂは、別のゴルフクラブヘッド２００の断面図及び底面図をそれぞれ示し
ており、同時に説明される。ゴルフクラブヘッド２００は、図１Ａ～図１Ｃに示された上
記したゴルフクラブヘッド１００，１００Ｃと類似している。そのため、両方の構成に共
通する要素には同じように符号を付すが、必ずしもさらに説明するとは限らない。内壁構
造体２０２は、支持部２０１、接触部２０３、固定端部２１４、非固定端部２１６を備え
る。支持部２０１は、湾曲したＳ形状となっており、接触部２０３は、打撃面２１８に対
して実質的に平行する。打撃面２１８は、厚肉部２１９及び薄肉部２２１も備えてもよい
。第１の空洞２２０及び第２の空洞２２２の２つの空洞も形成される。
【００２０】
　ソールチャネル２０５は、打撃面２１８の近傍に位置する。ソールチャネル２０５を打
撃面２１８に近づけることによって、ゴルフボールを打撃したときに打撃面２１８の厚肉
部２１９の撓みが増大する。ソールチャネル２０５の後縁２２６はソール部２０４の裏セ
グメントによって形成され、ソールチャネル２０５の前縁２２４は、ソール部２０４の表
セグメントによって形成される。打撃面２１８に直接的に取り付けられたソール部２０４
が少ないので、厚肉部２１９の撓みに対する抵抗が少ない。したがって、増大した撓みは
、打撃面２１８の厚肉部２１９の近くで起こるボール打撃によって生じるボールスピード
の増大をもたらすことができる。ソールチャネル２０５は、図２Ｂに示されているように
、打撃面２１８に対して実質的に平行に延びてもよい。ソールチャネル２０５には、弾性
材料が詰められたり張設されたりしてもよい。
【００２１】
　図３は、ゴルフクラブヘッド３００の別の実施例を示している。ゴルフクラブヘッド３
００は、上述したゴルフクラブヘッドと類似しており、そのため、それらの構成とゴルフ
クラブヘッド３００との共通の要素には、同じように符号を付すが、必ずしもさらに説明
するとは限らない。ゴルフクラブヘッド３００は、トップライン３０６、トー部３０８、
及びヒール部３１０に取り付けられるが、ソール部３０４に少なくとも部分的に取り付け
られていない打撃面３１８を備える。したがって、打撃面３１８はトップライン３０６で
ヒンジ状に有効に動くようになっていて、打撃面３１８の動きを可能になっている。他の
実施形態では、打撃面３１８は、トー部３０８やヒール部３１０に直接的に取り付けられ
ていなくてもよい。
【００２２】
　内壁構造体３０２は、固定端部３１４及び非固定端部３１６を備える。固定端部３１４
は、打撃面３１８の直ぐ後ろでソール部３０４の前縁に取り付けられている。内壁構造体
３０２全体が打撃面３１８の裏面に接触するので、内壁構造体３０２は支持部を備えてい
なくてもよい。ただし、いくつかの実施例では、内壁構造体３０２は、溶接又はその他の
締結手段によってソール部３０４に取り付けられるようにする小さい支持部を備えてもよ
い。上記で示された実施形態とは異なり、空洞３２０が１つだけのある。
【００２３】
　内壁構造体３０２及び打撃面３１８は、ゴルフクラブヘッド３００の両側部分で、固定
されたり、ヒンジ状に有効に動くようになっていたりする。より具体的には、図示された
実施例では、内壁構造体３０２は、ソール部３０４のところに固定端部３１４を有し、ト
ップライン３０６の近くに非固定端部３１６を有しており、打撃面３１８は、トップライ
ン３０６のところに固定端部を有し、ソール部３０４の近くに非固定端部を有している。
このような構成によって、内壁構造体３０２が打撃面３１８の裏面に対して摺動すること
ができ、また、打撃面３１８とは別に撓むことができる。例えば、ゴルフボールの打撃の
とき、打撃面３１８は上方向に動くのに対し、内壁構造体３０２は下方向に動く。
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【００２４】
　他の実施例では、内壁構造体３０２及び打撃面３１８の固定端部及び非固定端部は、図
３に示された実施例とは逆にしてもよい。つまり、内壁構造体３０２は、トップライン３
０６のところに固定端部を有し、ソール部３０４の近くに非固定端部を有してもよく、打
撃面３１８は、ソール部３０４のところに固定端部を有し、トップライン３０６の近くに
非固定端部を有してもよい。更に他の実施例では、内壁構造体３０２は、トー部３０８の
ところに固定端部を有し、ヒール部３１０の近くに非固定端部を有してもよく、打撃面３
１８は、ヒール部３１０のところに固定端部を有し、トー部３０８の近くに非固定端部を
有してもよく、または、その逆であってもよい。
【００２５】
　さらに、実質的に打撃面３１８の裏面全体が内壁構造体３０２に接触するので、打撃面
の厚さ３１８は均一であってもよい。打撃面３１８の厚さは、内壁構造体３０２の厚さよ
りも小さくてもよく、打撃面３１８及び内壁構造体３０２は異なる材料で作られてもよい
。
【００２６】
　図４Ａ～図４Ｂは、別のゴルフクラブヘッド４００の断面図及び底面図をそれぞれ示し
ており、同時に説明される。ゴルフクラブヘッド４００は、上述したゴルフクラブヘッド
と類似している。そのため、ゴルフクラブヘッド４００及び上述したゴルフクラブヘッド
の構成の共通する要素は、同じように符号を付すが、必ずしもさらに説明するとは限らな
い。ゴルフクラブヘッド４００の内壁構造体４０２は、固定端部４１４及び非固定端部４
１６を備える。固定端部４１４は、ソール部４０４、トー部４０８、及び／又は、ヒール
部４１０に取り付けられてもよく、非固定端部４１６は、トップライン４０６の内部の部
分の凹部４０７内に受容される。いくつかの実施形態では、内壁構造体４０２は、ソール
チャネル４０５よりも幅広であってもよく、内壁構造体４０２の固定端部４１４は、ソー
ルチャネル４０５の外でトー部４０８及びヒール部４１０の方へ　延在するソール部４０
４の部分に取り付けられてもよい。打撃面４１８は、トップライン４０６のところに固定
端部を有し、ソール部４０４の近くに非固定端部を有する。したがって、内壁構造体４０
２は、打撃面４１８の裏面に対して摺動することができる。いくつかの実施例では、打撃
面４１８は、トー部４０８、若しくはヒール部４１０、またはその両方に取り付けられて
もよい。
【００２７】
　ソールチャネル４０５は、ゴルフクラブヘッド４００の前部の近傍に位置しており、内
壁構造体４０２及び打撃面４１８を残りのソール部４０４から分離させる。例えば、ソー
ルチャネル４０５の前縁４２４は内壁構造体４０２の固定端部４１４によって画定され、
後縁４２６はソール部４０４によって画定される。ソールチャネル４０５をさらにゴルフ
クラブヘッド４００の前部の方へ配置することによって、打撃面４１８の下部における打
撃によって生じるボールスピードに更に加えて、打撃面４１８の下端部をより容易に撓ま
せることができる。ソールチャネル４０５には、弾性材料が詰められたり張設されたりし
てもよい。いくつかの実施形態では、例えば摩耗を防止するために、可撓性のあるコーテ
ィングが、ゴルフクラブヘッド４００の底面をコーティングして、打撃面４１８の縁及び
内壁構造体４０２のいずれかの外縁とを被覆してもよい。
【００２８】
　図５Ａは、内壁構造体５０２及びソールチャネル５０５を有するドライバーのゴルフク
ラブヘッド５００の斜視図を示している。図５Ｂは、ゴルフクラブヘッド５００の断面図
を示しており、図５Ｃは、ゴルフクラブヘッド５００の底面図を示している。図５Ａ～図
５Ｃは同時に説明される。ゴルフクラブヘッド５００は、クラウン５０６と、そこに取り
付けられたソール部５０４とを備える。ゴルフクラブヘッド５００は、クラウン５０６及
びソール部５０４の一部分に取り付けられた打撃面５１８も備える。内壁構造体５０２は
、ソールチャネル５０５の後縁５２６の近くでソール部５０４に取り付けられた固定端部
５１４を備える。
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非固定端部５１６は、打撃面５１８やクラウン５０６に固定されていない。いくつかの実
施形態では、クラウン５０６は、上述した構成と同様に、内壁構造体５０２の非固定端部
５１６を受容するための凹部（図示せず）を備えてもよい。内壁構造体５０２は、支持部
５０１及び接触部５０３も備える。支持部５０１は、湾曲したＣ形状、湾曲したＳ形状、
又はその他の形状であってもよい。接触部５０３は、打撃面５１８の裏面の大部分に接触
してもよい。いくつかの実施例では、実質的に打撃面５１８の裏面全体が内壁構造体５０
２を背にしている。いくつかの実施形態では、打撃面５１８及び内壁構造体は、上記で説
明したように、同じ材料又は異なる材料で構成されてもよい。さらに、接触部１０３は、
振動や音の性質を管理したり摩擦を低減させるためにポリマーでコーティングされてもよ
い。ゴルフクラブヘッド５００は、（断面において）ソール部５０４、クラウン５０６、
及び内壁構造体５０２によって部分的に画定された空洞５２０も備える。
【００２９】
　ソールチャネル５０５は、ソール部５０４の中に組み込まれている。図示された実施例
では、ソールチャネル５０５の前縁５２４は、打撃面５１８の下縁によって画定され、ソ
ールチャネル５０５の後縁５２６は、ソール部５０４によって画定されている。したがっ
て、ソールチャネル５０５は、打撃面５１８の一部をソール部５０４から分離させる。ソ
ールチャネル５０５は、実質的にゴルフボールの直径の大きさの幅か、或いはそれ以上の
幅を有してもよい。いくつかの実施例では、ソールチャネル５０５は、ゴルフボールの直
径の大きさの２倍よりも大きい幅を有してもよい。上記で説明されたソールチャネル及び
内壁構造体の利益及び特徴の多くは、ゴルフクラブヘッド５００にも適用可能である。さ
らに、ソールチャネル５０５及び内壁構造体５０２が、ドライバーのゴルフクラブヘッド
５００に示されていながら、そのような構造体は、フェアウェイメタルウッド、及びハイ
ブリッドクラブなどの他のメタルウッドの中に取り込まれてもよい。
【００３０】
　具体的な実施形態及び態様が本明細書で説明され、具体的な実施例が提供されたが、本
技術の範囲は、これらの具体的な実施形態や実施例に限定されない。当業者は、本技術の
範囲及び思想に含まれる他の実施形態や変形例を認識するであろう。したがって、具体的
な構造、作用、手段は、例示的な実施形態としてだけ開示されている。本技術の範囲は、
下記の特許請求の範囲、及びその均等物によって規定される。
【符号の説明】
【００３１】
　　１００　ゴルフクラブヘッド
　　１００Ｃ　ゴルフクラブヘッド
　　１０１　支持部
　　１０１Ｃ　支持部
　　１０２　内壁構造体
　　１０３　接触部
　　１０４　ソール部
　　１０５　ソールチャネル
　　１０６　トップライン
　　１０７　凹部
　　１０８　トー部
　　１１０　ヒール部
　　１１２　後部
　　１１４　固定端部
　　１１６　非固定端部
　　１１８　打撃面
　　１１９　厚肉部
　　１２０　第１の空洞
　　１２１　薄肉部
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　　１２２　第２の空洞
　　１２４　前縁
　　１２６　後縁
　　２００　ゴルフクラブヘッド
　　２０１　支持部
　　２０２　内壁構造体
　　２０３　接触部
　　２０４　ソール部
　　２０５　ソールチャネル
　　２１４　固定端部
　　２１６　非固定端部
　　２１８　打撃面
　　２１９　厚肉部
　　２２０　第１の空洞
　　２２１　薄肉部
　　２２２　第２の空洞
　　２２４　前縁
　　２２６　後縁
　　３００　ゴルフクラブヘッド
　　３０２　内壁構造体
　　３０４　ソール部
　　３０６　トップライン
　　３０８　トー部
　　３１０　ヒール部
　　３１４　固定端部
　　３１６　非固定端部
　　３１８　打撃面
　　３２０　空洞
　　４００　ゴルフクラブヘッド
　　４０２　内壁構造体
　　４０４　ソール部
　　４０５　ソールチャネル
　　４０６　トップライン
　　４０７　凹部
　　４０８　トー部
　　４１０　ヒール部
　　４１４　固定端部
　　４１６　非固定端部
　　４１８　打撃面
　　４２４　前縁
　　４２６　後縁
　　５００　ゴルフクラブヘッド
　　５０１　支持部
　　５０２　内壁構造体
　　５０３　接触部
　　５０４　ソール部
　　５０５　ソールチャネル
　　５０６　クラウン
　　５１４　固定端部
　　５１６　非固定端部
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　　５１８　打撃面
　　５２０　空洞
　　５２４　前縁
　　５２６　後縁

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図１Ｃ】 【図１Ｄ】

【図２Ａ】 【図２Ｂ】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図５Ａ】
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【図５Ｂ】 【図５Ｃ】
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